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響き渡る
力強い演奏

令和４年度 区長・環境指導員・防犯委員を紹介	･･･	P2
市民参加手続 令和３年度の実施状況・本年度の実施予定	･･･	P8
市職員を募集します	･･･････････････････････････････････	P10
市民病院職員を募集します	････････････････････････････	P11

表紙写真：上州あずま太鼓会の演奏
４月３日、華蔵寺公園で「郷土芸能発表
会」が開催されました。満開の桜に囲ま
れた会場では、上州あずま太鼓会の皆さ
んが一糸乱れぬ迫力満点の和太鼓を披露。
訪れた人は会場に響き渡る力強い音に魅
了されていました。

主な内容
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行政区 区長 環境指導員 防犯委員
馬見塚中町区 田島　久雄 馬見塚正夫 宮本　政幸
馬見塚本町区 小林　郁雄 有馬　俊哉 和佐田直明
馬見塚渕町区 高木　　宏 茂木　利明 白石　和之
馬見塚清水町区 浅見　頼好 大久保秀敏 諏訪　辰夫
リバータウン広瀬区 荻原　賢次 桑原　　忠 八坂　哲司
長沼本郷町区 小茂田英彦 小国　好美 島田　昭雄
長沼町区 佐藤　重孝 星野　昌美 牛久保和彦
上蓮町区 境野　博之 田部井　進 氏家　康男
下蓮町区 佐藤　剛史 斎藤　安夫 佐藤　生一
国領町区 塩沢恵一郎 高柳　茂雄 富岡　吉治
飯島町区 石井　重雄 井田　公男 井田　進也

羽黒町区 江原　満穂 長谷川浅夫
矢島　正志
松波　利夫

西久保町一丁目区 小島　敏康 吉崎　明仁 景山　　一
西久保町二丁目区 中島　啓元 千吉良文彦 糸井　泰信
西久保町三丁目区 石川　利信 笠原　源二 木村　　務
曲沢町区 山崎　恒夫 佐藤　　貢 関口富喜夫
赤堀鹿島町区 荻原　　勉 荒木　敏和 渡辺　好造
間野谷町区 新井　賢一 新井　文男 堤　　純一
香林町一丁目区 須賀　永一 亀井　博行 新井　　清
香林町二丁目区 高柳　光男 高柳　　茂 境野　真澄
野町区 中島　和美 阿久沢　徹 茂木　芳則
磯町区 新井　勇一 金子　和夫 小林　恵一
西野町区 滝原　利明 滝原　一夫 樋口　和成
赤堀今井町一丁目区 田沼　教男 田沼　綾子 丸山　英樹
赤堀今井町二丁目区 阿部　辰男 佐藤　久夫 須田　勝彦
下触町区 神沢　春男 亀田　敏雄 大塚　潤一
五目牛町区 菊池　英二 工藤　雄一 柳岡　洋治
市場町一丁目区 南雲　秀幸 千本木孝一 笠原　忠弘
市場町二丁目区 松本　富雄 佐藤　雪子 石田　浩一
堀下町区 石田　正美 相羽　幸弘 八木　　均
小泉町区 牛久保　拓 田村　裕一 出島　正人
下代区 増茂　賀美 松島　義弘 小堀　　昇
平井町区 増茂　勝次 大谷　悦之 鈴木　恒男
下谷区 久保田　実 佐々木晴男 高橋　和雄
下区 小島　克志 新井　　学 福地　光明
新町区 水科　寿美 加辺　重夫 浅野　宗司
東町区 小保方民雄 萩原　宏昌 星野　武雄
八寸町区 井田　　仁 桑原　信男 須永千之介
三室町区 栗原　貞夫 木暮　隆光 木暮　忠夫
田部井上区 赤石　泰夫 尾内　克弘 堀田　　哲
田部井下区 監物武直規 鈴木　康平 小保方芳雄
向原区 木村　正章 新野見毎夫 阿久津仁一
東国定上区 諏訪　秀之 松原　邦夫 久保田正夫
東国定下区 諏訪　隆一 根岸　　彰 須賀　勝美
西国定上区 国定　伸吉 根岸　千明 高橋　武行
西国定下区 関口日出男 関口　基男 関口　仁志

行政区 区長 環境指導員 防犯委員
曲輪町一区 武　　恒夫 武　　恒夫 板垣　哲夫
曲輪町二区 中西　　保 小林　清和 中田　元雄
曲輪町三区 芝崎　和子 堀沢　政美 梅田　浩行
大手町一区 中沢　哲夫 鹿沼　　中 高橋　義司
大手町二区 中野　匡彦 坂庭　　敦 川端　　清
大手町三区 和佐田憲央 松崎　裕二 金井　　清
大手町四区 石塚　常幸 石塚　常幸 高草木郁夫
平和町一区 川端　　護 吉田　良子 川端　安雄
平和町二区 森田　修己 井藤　博正 高柳　嘉孝
平和町三区 細野　欣也 入沢　伸明 後閑　祐二
本町一区 浅田　清介 桜井　雅之 岩井田俊輔
本町二区 高山　和之 高山　和之 柳原　　啓
中央町一区 池田　育兄 清田　　忠 久保田　博
中央町二区 高畑　　博 田中　睦弘 黒田　唯志
中央町三区 土屋　一夫 唐沢満寿男
緑町区 千嶋　英二 小此木隆昇 馬場　英之
三光町区 松元　保昌 林　　和彦 豊島　建一
若葉町一区 草間　清孝 小倉　純一 星野　和夫
若葉町二区 岩木　　昇 入山　良光 阿部　孝男
喜多町区 高野　知子 田波寿美夫 吉川　昌明
宗高町区 北爪　俊男 本田　正男 宮崎　捷二
柳原町区 小林　　裕 飯塚　浩史 大和　成志
寿町区 村岡　由望 逸見　八郎 須田　清治
華蔵寺町区 塩野　信敏 若林　敏夫 三宮　龍治
末広町区 須永　博美 石原　　浩 小此木宏実
上泉町区 伊平　幸夫 島田　忠雄 長谷川順一
八坂町区 勅使川原隆志 鎌塚　元広 石橋　好文
今泉町二丁目区 阪上　　伸 村岡　　洋 小池美貴男
三和町曙区 宮沢　光男 鴨田　栄作 重田　　勉
三和町堤区 重田　正信 菊地　宏幸 矢島　卓幸
三和町書上区 深町　　栄 堤　　孝夫 重田　幹雄
本関町区 矢島　秀樹 千吉良高志 鈴木　利彦
鹿島町植木区 川端　森夫 渡辺　徳男 川端　森夫
鹿島町中下区 飯島　克也 山本　満雄 内山　　繁
上植木本町区 大沢　元子 田村　三郎 黒岩　俊政

豊城町区 松村　輝雄 斎藤　浩司
後閑　　剛
山口　善将

上諏訪町区 原　　敬一 津久井広治
福島　利之
梯　　洋行

日乃出町下諏訪区 津久井清隆 都丸　幸雄 久保田正利
日乃出町神谷区 細野　直樹 河端　謙治 石原　四郎
昭和町区 岩瀬　政博 小倉　誠吉 多賀谷　隆
宮前町区 嶋田　高之 神山　真吉 岡村　泰弘
東本町区 田中　義人 篠原　　謙 徳江　　裕
下植木町区 若林　孝宣 桑原　　豊 斎藤　恵次

今泉町一丁目区 八幡　武夫 天田　益雄
茂木　清孝
赤石　雅彦

行政区 区長 環境指導員 防犯委員
北千木町区 大和　正人 菊池　栄治 大和　嘉明
南千木町区 菊池　　章 鈴木　利一 鈴木　邦明
茂呂町一丁目区 高橋　　良 児島　健一 八田　　卓
茂呂町二丁目区 五十嵐泰三 品川　賢治 小暮　省吾
美茂呂町区 丸橋　正幸 児島　　実 佐藤　信男
ひろせ町区 岡　　和正 児島　雅久 森村　陽一
茂呂南町区 岡田　岩男 栗原　主一 栗原　忠之
新栄町区 兼藤　俊久 石川　龍雄 笠原　　明

波志江町一丁目区 上岡　正明 斎藤　文良
吉原　政幸
新藤　博己

波志江町二丁目区 真柴　　勇 神戸　恒幸 川村　正美
波志江町三丁目区 山本　和芳 阿久津博紀 中沢　俊雄

安堀町区 小島直一郎 石坂　　清
深町　益男
高野　健一

太田町区 海老沼保治 伊藤　康之
深沢　万也
渡辺　邦夫

稲荷町区 伊藤　栄司 松井　龍彦 伊藤　亮二

宮子町区 中野　和雄 桜井　貫市
井上　忠市
根岸道太郎

連取本町区 野村　長次 小森　　裕
泉　　一也
飯島　敏夫

連取元町区 本多　好幸 石川　守男 根岸　和男

連取町区 根岸　昭雄 飯島　弘和
中里　定行
山本　輝男

田中島町区 山崎　覚司 荻原　誠一
荻原　弘正
丸橋　真一

田中町区 栗原美記雄 横堀　孝男 高岸　祐司
上之宮町区 須田　聖一 徳江　基行 小林　佳夫
宮古町区 宇野　俊之 礒部　桂一 礒部　守聡
韮塚町区 森　　　隆 武井　茂幸 小内　勝正
阿弥大寺町区 小暮　勝己 中沢　康明 永守　正昭
今井町区 倉林　武久 渡辺　雅夫 菊地　司郎

山王町区 大沢　孝一 須永　弘通
小野里　賢
宮田　琢也

堀口町区 福島　順一 水戸　義明 伊井　　豊
中町区 小暮　文明 小此木　亘 鳴川　雅人
柴町区 荻野　恭輔 松村　辰博
戸谷塚町区 岩崎　光雄 小沢　　昇 矢内　正勝
福島町区 本木　　裕 本木　栄一 石川　純一
八斗島町区 菊川　良一 神倉　敏明 神倉　繁芳

除ケ町区 平田　　実 伊藤　隆康
小此木敏彦
足立　英二

大正寺町区 児島　啓介 清水　憲光 清水　喜一
富塚町区 都丸　勝己 小屋　秀男 高柳　行雄
下道寺町区 多賀谷裕幸 多賀谷　猛 多賀谷正人
馬見塚天神町区 石田　清一 古沢　正夫 石井　秀一
馬見塚三ツ橋町区 三友　　博 金井　通治 松本　　熟

行政区 区長 環境指導員 防犯委員
上田町区 斎藤　正広 桑原　初男 桂徳　昌己
西小保方町区 高橋　　進 竹沢　栄二 今泉　友明
境東町区 福島　　徹 橋本　　豊 坂入　悦男
諏訪町区 渋沢　　栄 中島　義雄 杉山　雄一
元町区 永井　一知 古郡　　悟 本間　勇治
南町区 近藤　憲治 本田　　稔 脇坂　保男
境仲町区 橋田　博之 斎藤　　寿 正田　哲男
上町区 毛塚　春夫 柳　　伸二 相良　典明
萩原町区 茂野　耕司 田島　恭介 田島　恭介
清水町区 高井　孝雄 小島　　年 打木　一好
百々東区 上野　隆男 小暮　幸夫 宮嶋　友幸
美原区 岡崎　弘光 田代　広志 大橋　一夫
百々区 高畑　武雄 新井　恒夫 田島　寿蔵
中島区 柿沼　一郎 堀込　和男 小林　哲男
西今井区 茂木　友広 茂木　　満 茂木　晴男
上矢島区 田代　栄作 羽鳥　武雄 大塚　誠一
伊与久一区 小林　敏保 小林　文彦 笛木　宏章
伊与久二区 大橋　勝雄 新井　武雄 西場平四郎
伊与久三区 五十嵐茂雄 星野　浩一 清水　恒夫
木島区 高木　孝三 高木　恒雄 高木　市也
下渕名六区 坂庭　浩司 中嶋　　浩 中嶋　啓次
下渕名七区 光山　　悟 新井　　諭 新井　純夫
上渕名区 長沼　　要 鈴木　　栄 高田　　博
東新井区 石倉　　正 高橋　一豊 清水　　徹
保泉区 松本　近史 飯島　信明 中山　三夫
保泉一丁目区 森田　幹夫 福元　　明 鹿又　正夫
上武士区 永井　　昇 金井　正雄 山田　泰三
下武士西区 石原　純一 高木　嘉明 柳田　　博
下武士東区 柳田　重幸 岡崎　　豊 中里　歳男
小此木区 岸　　博之 内田　新一 天田　雄三
新地区 白石　次郎 力丸　充作 田島　一栄
新野新田区 栗原　康夫 栗原　　清 栗原　　均
立作区 田島　俊和 町田　一雄 町田　一郎
北向区 小暮　通佳 高橋　秀男 田島　　弘
西島前河原区 渋沢　　昇 根岸　　貴 田島　武夫
平塚区 田部井嘉久 内田　静雄 田部井文夫
境新栄区 植竹　規市 朝倉伊佐雄 明戸　義行
南米岡区 金井　澄男 新井　一郎 中里　　進
北米岡区 竹田　　茂 金井　　実 竹田　　茂
栄町区 柳田　正人 坂庭　英水 金井　　稔
女塚区 内田寿美枝 小山　英勝 亀井　忠二
三ツ木区 菅家　芳朗 横山　和宏 猪田　　稔

※敬称略
※氏名の表記は、常用漢字または人名漢字を使用して
います
※中央町三区および柴町区の防犯委員については未定
のため空白で掲載しています

令和４年度  区長・環境指導員・防犯委員  を紹介します 問い合わせ　●区長＝行政課（☎27−2702）
　　　　　　●環境指導員＝資源循環課（☎27−2732）
　　　　　　●防犯委員＝安心安全課（☎27−2706）
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く
だ
さ
い
。

今
ま
で
の
口
座
の
廃
止
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん

督
促
状
送
付

�

納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に
発
送
し

ま
す

催
告

文
書
や
電
話
、
訪
問
な
ど
に
よ
り

請
求
し
ま
す

財
産
調
査

給
与
や
預
金
、
動
産
、
不
動
産
な

ど
の
財
産
を
調
査
し
ま
す

差
し
押
さ
え
財
産
の
換
価

債
権
の
取
り
立
て
や
不
動
産
の
売

却
な
ど
を
し
ま
す

財
産
の
差
し
押
さ
え

滞
納
し
て
い
る
市
税
に
充
当

市
税
な
ど
の
未
納
が
続
く
場
合

は
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
市
税
な
ど
は
、
定
め
ら
れ
た

期
限（
納
期
限
）ま
で
に
納
税
者

が
自
主
的
に
納
付
す
る
の
が
原

則
で
す
。
市
税
な
ど
を
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
な
い
と
、
本
来

納
め
る
べ
き
税
額
の
他
に
延
滞

金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
延
滞
金
は

納
期
限
の
翌
日
か
ら
日
割
り
で

計
算
し
ま
す
。
督
促
状
を
送
付

し
、
そ
れ
で
も
未
納
が
続
く
場

合
に
は
、
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
差
し
押

さ
え
た
財
産
は
、
換
価（
取
り

立
て
や
売
却
）し
、
市
税
な
ど

に
充
当
し
ま
す
。

納
税
に
困
っ
た
と
き
は�

 

早
め
に
相
談
を

　
市
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に

納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
今
後

の
納
付
の
計
画
や
納
付
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
早
め
に
収
納
課

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害

や
盗
難
、
病
気
・
け
が
・
新
型

市
税
な
ど
は
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

口
座
か
ら
の
振
替
納
付
が�

 

便
利
で
す

　
市
税
な
ど
を
納
期
ご
と
に
、
指

定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
翌
年
度

以
降
も
継
続
し
て
納
付
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
で
き
る
市
税
な
ど　
市

民
税
・
県
民
税（
普
通
徴
収
）、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）、
国
民
健
康
保

険
税（
普
通
徴
収
）

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関　
下

表
の
と
お
り
で
す

口
座
振
替
日　
納
期
限
当
日

※
口
座
の
残
高
不
足
な
ど
で
口
座

振
替
日
に
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

市
税
な
ど
の
納
期
限
と
納
期

　
令
和
４
年
度
の
市
税
な
ど
の
納

期
限
・
納
期
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
次
の
時
期
に
納
税
通
知
書
と

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

●
５
月
＝
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

●
６
月
＝
市
民
税
・
県
民
税（
普

通
徴
収
）

●
７
月
＝
国
民
健
康
保
険
税（
普

通
徴
収
）

市
税
な
ど
を
納
付
で
き
る
場
所

【
金
融
機
関
】

　
納
付
で
き
る
金
融
機
関
は
左
ペ

ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
】

　
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド
が

印
刷
さ
れ
て
い
な
い
、
読
み
取
り

が
で
き
な
い
場
合
は
、
取
り
扱
い

が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

【
収
納
課（
市
役
所
本
館
２
階
）】

期
日　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

【
日
曜
納
税
相
談
窓
口（
市
役
所
本

館
１
階
）】

期
日　
日
曜
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
実
施
し
て
い

な
い
週
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

本
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
第
４
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳
が
い
ま
す

【
税
証
明
総
合
窓
口（
市
役
所
本
館

１
階
）・
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
】

期
日　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

※
納
付
で
き
る
の
は
本
年
度
分
の

市
税
な
ど
の
み
で
す

【
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
宮
子・

あ
ず
ま
】

　
本
年
度
分
の
市
税
な
ど
を
納
付

で
き
ま
す
。
納
付
書
ま
た
は
督
促

状
・
催
告
書（
は
が
き
タ
イ
プ
の

み
）を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収
税
・
法
人
市
民
税
は

除
き
ま
す

※
納
付
書
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ

ん期
日　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

スマートフォンアプリ
　スマートフォンのアプリから納付書のバーコー
ドを読み取り、市税などを納付できます。

【利用できるアプリ】
●P

ペ イ

ayp
ペ イ

ay請求書払い
●L

ラ イ ン

INEP
ペ イ

ay請求書支払い

スマートフォンアプリ・ペイジー・スマートフォンアプリ・ペイジー・
クレジットカードでも納付できますクレジットカードでも納付できます

市税などを窓口か口座振替で納付できる金融機関
群馬銀行 桐生信用金庫
三井住友銀行
※窓口納付の場合は手数料がかかります 中央労働金庫

足利銀行 あかぎ信用組合
みずほ銀行
※窓口納付のみです。口座振替はできません ぐんまみらい信用組合

東和銀行 佐波伊勢崎農業協同組合
アイオー信用金庫 ゆうちょ銀行・郵便局
しののめ信用金庫

令和４年度 市税などの納期限・納期
納期限 税目 納期

5月3１日（火） 固定資産税・都市計画税 １期
軽自動車税（種別割） 全期

6月30日（木） 市民税・県民税（普通徴収） １期
8月1日（月） 固定資産税・都市計画税 ２期

国民健康保険税（普通徴収） １期
8月31日（水） 市民税・県民税（普通徴収） ２期

国民健康保険税（普通徴収） ２期
9月30日（金） 固定資産税・都市計画税 ３期

国民健康保険税（普通徴収） ３期

納期限 税目 納期

10月31日（月） 市民税・県民税（普通徴収） ３期
国民健康保険税（普通徴収） ４期

11月30日（水） 国民健康保険税（普通徴収） ５期

12月26日（月） 固定資産税・都市計画税 ４期
国民健康保険税（普通徴収） ６期

1月31日（火） 市民税・県民税（普通徴収） ４期
国民健康保険税（普通徴収） ７期

2月28日（火） 国民健康保険税（普通徴収） ８期

ペイジー
　パソコンなどによるイン
ターネットバンキングまた�
は金融機関のＡＴＭを利用し�
て、市税などを納付できま
す。

クレジットカード
　納付方法が変わりました。
市ホームページの「伊勢崎
市納付サイト」からクレジ
ットカードを利用して市税
などを納付できます。

　各納付方法について詳し
くは市ホームページで確認
してください。

◀︎市ホー
ムページ
はこちら

　
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
税
な
ど
は
、
福
祉
、
教
育
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
重
要
な
財
源
で
す
。
市
税
な
ど
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
収
納
課（
☎

（27）
２
７
２
３
）

暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　
あ
な
た
の
市
税

令
和
４
年
度 
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
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まちの出来事 新型コロナウイルス感染症関連情報新型コロナウイルス感染症関連情報

感染リスクが高まる５つの場面
に注意しましょう

飲酒を伴う懇親会など
●大声での会話を避ける
●回し飲み、箸などの共用を避ける

大人数や長時間に及ぶ飲食
●大人数での飲食を避ける
●長時間の飲食、はしご酒を避ける
●会話するときはマスクを着用する
●座の配置は斜め向かいにして正面や真横は避ける
●換気などのガイドラインを順守した店を利用する

マスクなしでの会話
●�外出時や職場などでは常にマスクを着用する

居場所の切り替わり
●�休憩室、喫煙所、更衣室ではマスクを着用し、換気・
　３密（密集・密接・密閉）の回避を徹底する

狭い空間での共同生活
●寮室やトイレなど共用部の消毒を行う

　感染拡大防止のため、マスクの着用や小まめな手洗い、３密
の回避など、引き続き新しい生活様式を実践しましょう。市ホ
ームページでは新型コロナウイルス感染症関連の情報をまとめ
て掲載していますので、活用してください。
問い合わせ　健康づくり課（☎27−2746）

L
ライン
INEで感染者の発生状況・相談窓口をお知らせ

群馬県デジタル窓口
接触確認アプリ（C

コ コ ア

OCOA）を
活用してください

　県のLINE公式アカウント「群馬県デジタル窓口」の新�
型コロナ対策パーソナルサポートを利用すると、健康
状態などに応じた相談窓口の案内が受けられます。
　また、日々の県内での感染者の発生状況について、
通知を受け取ることができます。詳しくは県ホームペ
ージで確認してください。

　新型コロナウイルス感染症の感染者と接触した可能
性について通知を受け取ることができるスマートフォ
ンのアプリです。利用者が増えると感染拡大の防止に
つながります。ぜひ活用してください。ア
プリの利用方法など詳しくは厚生労働省の
ホームページを確認してください。

感染者と１メートル以内で�
15分以上の接触をした場合�
に通知を受け取れます

▲やさしい にほんご
の し のホームページ

▲市ホーム
ページ

▲厚生労働
省ホームペ�
ージ◀︎県ホーム

ページ

感
かん

染
せん

対
たい

策
さく

の基
き

本
ほん

新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

の実
じっ

践
せん

を
　自

じ

分
ぶん

と周
しゅう

囲
い

の人
ひと

の感
かん

染
せん

を防
ふせ

ぐため新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

を
実
じっ

践
せん

しましょう。

３密
みつ

（密
みっ

集
しゅう

・密
みっ

接
せつ

・密
みっ

閉
ぺい

）の
回
かい

避
ひ

Avoid the “Three Cs”（Closed spaces, Crowded 
places, and Close-contact settings）.

密集
みっ しゅう

密接
みっ  せつ

密閉
みっ  ぺい

手
て

洗
あら

い・消
しょう

毒
どく

Wash your hands, Use hand sanitizer.

マスク着
ちゃく

用
よう

・せきエチケット
Wear a mask, Follow cough etiquette.

換
かん

気
き

Ensure ventilation.

2メートル 身
しん

体
たい

的
てき

距
きょ

離
り

の確
かく

保
ほ

Maintain physical distancing.

医療機関を受診する前にかかりつけ医に相談してください
　発熱やせきなどの症状があるときは、医療機関を受
診する前にかかりつけ医に電話で相談してください。
かかりつけ医がいない・電話する医療機関に迷う人の
連絡先

【県受診・相談コールセンター】
受付時間　24時間
電話番号　0570−082−820
ファクス番号　027−223−7950

日曜日・祝日は伊勢崎・玉村休日受診相談コールセン
ターでも相談できます
　※ワクチン接種の問い合わせには対応していません
伊勢崎・玉村休日受診相談コールセンター
受�付日　日曜・祝日
受付時間　午前９時〜正午、午後１時〜３時
電話番号　080−2230−8246

いせさき楽市
街を活気づけるさまざまなイベントが盛りだくさん！

　３月19日、伊勢崎駅南口駅前�
広場・大手町パティオで「いせ
さき楽市」が開催されました。
同日、「いせさき駅前パンまつ
り」や「はいからさんの銘仙遊び」、
「いせさき音楽の一日」、「いせ
さき軽トラ市」も開催。伊勢崎
駅周辺には雑貨屋や県内各地の
パン屋など多くの出店が並びま
した。訪れた人は買い物や伊勢
崎銘仙で作られたはかまの着付
け体験などを楽しんでいました。 キッチンカーでパンを販売

伊勢崎小品盆栽会の盆栽の展示

上州あずま太鼓会による和太鼓演奏

伊勢崎銘仙のはかまを着て
記念撮影

祐
ゆう

妃
き

会による演舞

群天星によるエイサー

市文化協会文化祭
市内の文化団体が日頃の成果を披露しました

郷土芸能発表会
満開の桜の下で郷土芸能を披露しました

　３月19日から２１日まで、文化�
会館で開催された「市文化協会
文化祭」で、美術・書道・邦楽
舞踊など７部門の文化団体によ
る日頃の活動の成果が披露され
ました。３月20日、会場では、�
邦楽舞踊・洋舞の舞台発表が行
われ、訪れた人は、作品や演舞
に見入っていました。

　４月３日、華蔵寺公園で郷土
芸能発表会が行われました。満
開の桜の下、会場では、上州あ
ずま太鼓会が和太鼓演奏を、群

ムリ

�
天
ティンブシ

星がエイサーを披露。訪れた
人は、迫力ある和太鼓の演奏や、
活気のあるエイサーの演舞を見
て楽しんでいました。
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【
審
議
会
・
協
議
会
・
委
員
会
】

　
専
門
的
・
技
術
的
な
判
断
が
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
広
く
意
見
を

聞
き
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

き
に
組
織
し
ま
す
。

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続（
意

見
提
出
手
続
）】

　
市
が
政
策
を
決
め
る
前
に
、
そ

の
案
を
事
前
に
公
表
し
て
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
募
り
、
政
策
に
反
映

さ
せ
、
提
出
さ
れ
た
意
見
や
提
案

の
概
要
、
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方

な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

【
市
民
対
話
説
明
会
】

　
政
策
案
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、

直
接
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
必
要

が
あ
る
と
き
に
開
催
し
ま
す
。

【
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
】

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
把
握
し
、

政
策
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
き
に
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　
懇
談
会
・
懇
話
会
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た

市
民
参
加
手
続
の
状
況

地
域
防
災
計
画（
修
正
案
）

	

安
心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

　
防
災
会
議（
委
員
60
人
）を
開
催

し
、
こ
の
修
正
案
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
計
画（
案
）

	

安
心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

　
こ
の
計
画
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ
り
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。
１
人
か
ら
８
件

の
意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画

（
令
和
４
年
度
改
訂
版
）の
策
定

	
安
心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

　
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

議
会（
委
員
20
人
、
う
ち
公
募
４

人
）を
開
催
し
、
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
改

訂

	

管
財
課（
☎

（27）
２
７
０
３
）

　
こ
の
計
画
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ
り
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。
意
見
の
提
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
意
識
調
査

	

企
画
調
整
課（
☎

（27）
２
７
０
７
）

　
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
の
進
行

管
理
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
市
政
運
営
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
、
18
歳
以
上
の
市
民
を

対
象
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

８
１
４
人（
40
・
７
％
）か
ら
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
高
齢
福
祉
施
設・

保
健
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
意

見

	

企
画
調
整
課（
☎

（27）
２
７
０
７
）

【
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
】

　
外
部
の
有
識
者
を
交
え
た
委
員

会
で
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る

た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

１
０
０
６
件
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
】

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
意
見
の
件
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
＝
５
人
か
ら
５

件●
高
齢
福
祉
施
設
＝
７
人
か
ら
９

件●
保
健
施
設
＝
12
人
か
ら
22
件

【
審
議
会
】

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
高
齢
福
祉
施

設
・
保
健
施
設
の
あ
り
方
検
討
委

員
会（
委
員
７
人
）を
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

ｉ
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー

	

広
報
課（
☎

（27）
２
７
１
１
）

　
広
報
広
聴
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ

ー
登
録
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
79
人（
53
・
７
％
）か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト

	

広
報
課（
☎

（27）
２
７
１
１
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
利
用

者
を
対
象
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
５
７
７
件
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

い
せ
咲
く
。
ｉ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

	

広
報
課（
☎

（27）
２
７
１
１
）

　
「
空
き
家
予
防
に
つ
い
て
」を
テ

ー
マ
に
公
開
懇
談
会
を
開
催
し
、

関
係
団
体
に
所
属
す
る
７
人
か
ら

課
題
や
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定

	

社
会
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
４
８
）

　
再
犯
防
止
推
進
計
画
策
定
委
員

会（
委
員
13
人
）を
開
催
し
、
こ
の

計
画
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
に
よ
り
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

意
見
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

市
民
参
加
手
続
で
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
ま

し
ょ
う 

令
和
３
年
度
の
実
施
状
況
・
本
年
度
の
実
施
予
定

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、
皆
さ
ん
に
市
政
に
参

加
し
て
も
ら
う
市
民
参
加
手
続
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
市
民
参
加
手
続
の
結
果
と
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
予
定
の
市
民
参

加
手
続
を
公
表
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
参
加
手
続
の
結
果
な
ど
の
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
市
民
活
動
課（
☎
（61）
６
７
１
２
）

伊
勢
崎
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正（
案
）

	

建
築
指
導
課（
☎

（27）
２
７
９
２
）

　
こ
の
改
正
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ
り
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
。
意
見
の
提
出

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
発
審
査
会
提
案
基
準
に
関
す
る

提
案
基
準
の
改
正（
案
）

	

建
築
指
導
課（
☎

（27）
２
７
９
２
）

　
こ
の
改
正
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ
り
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
。
意
見
の
提
出

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
２
次
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定

	

住
宅
課（
☎

（27）
２
７
９
７
）

　
空
家
等
対
策
協
議
会（
委
員
10

人
）を
開
催
し
、
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ

り
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。
１
人

か
ら
５
件
の
意
見
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

市
が
定
め
る
都
市
計
画
の
変
更
等

	

都
市
計
画
課（
☎

（27）
２
７
６
６
）

【
都
市
計
画
道
路
の
変
更
】

　
都
市
計
画
審
議
会（
委
員
18
人
、

う
ち
公
募
委
員
４
人
）を
開
催
し
、

こ
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

【
地
区
計
画
お
よ
び
特
別
用
途
地

区
の
変
更
】

　
都
市
計
画
審
議
会（
委
員
18
人
、

う
ち
公
募
委
員
４
人
）を
開
催
し
、

こ
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

（
仮
称
）あ
ず
ま
南
小
学
校
区
近
隣

公
園
整
備
事
業

	

公
園
緑
地
課（
☎

（27）
２
７
６
８
）

　
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
意
見
を
聞
き
、

実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

第
11
次
交
通
安
全
計
画
の
策
定

	

交
通
政
策
課（
☎

（27）
２
７
３
４
）

　
こ
の
計
画
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ
り
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。
意
見
の
提
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

群
馬
県
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
に
お
け
る
意
見
の
取
り
ま
と
め

	

交
通
政
策
課（
☎

（27）
２
７
３
４
）

　
地
域
公
共
交
通
会
議（
委
員
23

人
）を
開
催
し
、
意
見
の
取
り
ま

と
め
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

伊
勢
崎
市
議
会
基
本
条
例（
案
）

	

議
事
調
査
課（
☎

（27）
８
８
０
６
）

　
こ
の
条
例
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ
り
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
。
意
見
の
提
出

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　今後の市民参加手続の詳細は、本紙・市ホームページ・市民情報コーナーなどで、随時お知らせします。

※審議会・協議会・委員会については、新しい施策で市民参加条例の対象となるものを掲載しました

市
民
参
加
手
続
の
方
法

本年度に実施する市民参加手続

▲市ホームページは
こちら

施設の名称 実施方法・予定時期 担当課

ｉネットモニター 市民アンケート
＝未定 広報課

☎２７－２７１１
いせ咲く。ｉミーティング 懇談会

＝未定

第９期伊勢崎市高齢者保健福祉計画の策定 市民アンケート
＝12月～令和５年１月

高齢政策課
☎２７－２７５２

住生活基本計画の改定

審議会など
＝５月～令和５年３月

住宅課
☎２７－２７６４

パブリックコメント手続
＝令和５年１月～２月

市民アンケート
＝９月

都市計画の変更 パブリックコメント手続
＝９月～10月

都市計画課
☎２７－２７６６

水道事業経営戦略（水道事業ビジョン）の策定

審議会など
＝４月～令和５年３月

上下水道局総務課
☎３０－１２７２

パブリックコメント手続
＝令和５年１月～２月

下水道事業経営戦略の策定

審議会など
＝４月～令和５年３月

パブリックコメント手続
＝令和５年１月～２月
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市職員を募集します市民病院職員を募集します

悪質商法や多重債務で困ったら消費生活センターに相談を

　令和４年度市職員採用試験（令和５年４月採用）を次のとおり行います。
試験日　１次試験＝６月19日(日)、２次試験＝７月中旬、３次試験＝８月

　令和４年度市民病院職員採用試験（令和５年４月採用）を次のとおり行います。
試験日　１次試験＝６月25日(土)、２次試験＝７月中旬

　５月は消費者月間です。消費生活センターでは悪質商
法や多重債務などの相談が多く寄せられています。消費
を巡る問題で困ったら、気軽に相談してください。
問い合わせ　消費生活センター（☎20−７３００）

【試験案内の配布・申し込み受け付け】
期間　５月20日（金）まで
　※土・日・祝日は除きます
試験案内・申込書の配布
●市ホームページからダウンロード
●�郵送で請求＝封筒に受験する「試験区分」を朱書き
して、120円分の切手を貼り返信先の宛名を記入
した封筒（Ａ４判が入るサイズ）を同封して下記の
提出先に郵送してください

　※郵送の場合は５月12日（木）まで（消印有効）
申�し込み　申込受付期間内に申込書を簡易書留また
は特定記録郵便で下記の提出先へ

　�※封筒の表に「採用試験申込書」と朱書きしてくだ
さい

　※５月20日（金）まで（消印有効）
提�出先・問い合わせ　〒372−8501　（住所不要）
　市役所職員課（☎27－2705）

【試験案内の配布・申し込み受け付け】
期間　５月１日（日）から31日（火）まで
　※土・日・祝日は除きます
試験案内・申込書の配布
●市民病院総務課の窓口で配布
　�※窓口での配布は午前８時30分から午後５時15
分まで

●市民病院ホームページからダウンロード
申�し込み・問い合わせ　申込書を郵送で市民病院総
務課（☎25－5022）

　※５月31日（火）（消印有効）

【消費者問題で不安を感じたら相談してください】
　消費生活センターは契約トラブルや製品トラブル、多
重債務問題について専門の相談員が問題解決のためのア
ドバイスや交渉の手伝いをしています。諦めないで相談
してください。悪質な勧誘を受けたなどの情報提供をし
てもらうことで市民への注意喚起にもつながります。

【出前講座を利用してください】
　消費生活について、適切な対応ができる消費者の育成
を目的に、楽しく学べる出前講座を実施しています。
対�象　地域の団体・PTA・学校・学童保育・会社などの
団体など
申し込み　電話で消費生活センターへ

採用試験の募集人数・受験資格
試験区分 募集人数 受験資格 年齢要件

事務１A
（大学卒業程度） 10人程度 学歴や資格などは問いません

平成６年４月２日以降に生まれた人
保健師 ３人程度 保健師免許取得者または採用時までに取得見込

みの人

事務１B
（大学卒業程度） ２人程度

学歴や資格などは問いません
　�※これまでに培われた知識・経験を基に、広い視
野と柔軟な発想、行動力を持って市政に貢献でき
る人

昭和53年４月２日以降に生まれた人
土木�
（大学卒業程度） １人程度 土木に関する専門課程を修了または修了見込み

の人

建築
（大学卒業程度） １人程度 建築に関する専門課程を修了または修了見込み

で、採用後に一級建築士の免許を取得できる人

採用試験の募集人数・受験資格
試験区分 募集人数 受験資格 年齢要件

看護師・助産師 20人程度
受験する試験区分に応じた資格の取得者また
は採用時までに取得見込みの人

昭和57年４月２日以降
に生まれた人

臨床検査技師 １人程度

昭和62年４月２日以降
に生まれた人

事務
（大学卒業程度） ２人程度 学歴や資格などは問いません

技師（電気） ２人程度
次のいずれかの免状の取得者または採用時ま
でに取得見込みの人
●第二種電気工事士
●第三種電気主任技術者

介護福祉士
（介護老人保健施設ひまわり） ２人程度 介護福祉士資格取得者または採用時までに取

得見込みの人

【注意事項】
●�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、試験案
内・申込書の配布および申し込みの受け付けは、窓
口で行いません

●�受験できる試験区分はいずれか一つです。今回募集
の試験区分を受験した人は、今後募集する他の試験
区分（消防および市民病院職員採用試験を含む）の受
験はできません

●�募集人数は、今後の事業計画などにより変更する場
合があります

●�新型コロナウイルス感染症の影響により、試験日程
などを変更する場合があります。日程を変更した場
合は、市ホームページなどでお知らせします

　�※事務２、事務３（障害者対象）、保育士、社会福祉
士、消防職の詳細は、本紙８月１

　日号でお知らせします。市ホーム
　ページでもお知らせしています

宛�先　〒372－0817　連取本町12－1　市民病院総
務課

【注意事項】
●�市職員採用試験と両方を受験することはできません
●�新型コロナウイルス感染症の影響により、試験日程
などを変更する場合があります。日程を変更した場
合は、市民病院ホームページなどでお知らせします

◀市民病院ホームページはこちら

考えよう！大人になるとできること、気を付けること～18歳から大人に～
消費者月間キャンペーン i

イン

n スマーク伊勢崎
　特殊詐欺や消費者トラブルの対処
法について、関係団体と連携し啓発
キャンペーンを行います。入場料は
無料です。
期日　５月25日（水）
時間　午前11時～午後４時
会場　スマーク伊勢崎（西小保方町）

内容　
●特殊詐欺・悪質商法被害防止に関する啓発グッズやチラシの配布
●エシカル消費の推進や食品ロス削減に関するチラシなどの配布
●�スタンプラリー参加者に田島弥平旧宅PRキャラクター「くわまる」
のグッズを差し上げます（先着600人）

●リフォーム作品などの展示とエチケット袋入れを配布
問い合わせ　消費生活センター（☎20−７３００）

令和３年度 相談件数が多かったもの
　令和３年度の消費生活相談で、相談件数の
多かったものを上位５位まで紹介します。
１位 商品一般 　
　公的機関を装った架空請求メールなど
２位 フリーローン・サラ金 　
　�消費者金融やクレジットカード会社からの
借り入れによる多重債務相談など
３位 光ファイバー 　
　�光回線やプロバイダ契約の解約トラブルな
ど
４位 電気
　�電力自由化による事業者の変更に関するト
ラブルなど
５位 健康食品 　
　�通信販売などで購入した健康食品の解約ト
ラブルなど

◀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ

ち
ら
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情報ワイド

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た

め
、
団
体
ご
と
に
個
別
に
説
明
し

ま
す
。
事
業
を
計
画
し
て
い
る
市

民
活
動
団
体
は
市
民
活
動
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
審
査
会
】

　
応
募
団
体
に
よ
る
事
業
に
つ
い

て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

公
開
審
査
を
行
い
ま
す
。
応
募
団

体
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
６
月
下
旬

対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

事
業
者

●
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

●
常
時
雇
用
す
る
人
数
が
左
表
の

人
数
以
下

●
本
年
度
中
に
事
業
を
完
了
で
き

る●
市
税
の
滞
納
が
な
い

●
個
人
事
業
者
の
場
合
は
、
申
請

時
に
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

主
な
事
業
を
市
内
で
営
ん
で
い
る
。

法
人
の
場
合
は
、
申
請
時
に
市
内

に
本
社
ま
た
は
主
な
事
業
所
が
登

記
さ
れ
て
い
て
、
主
な
事
業
を
市

内
で
営
ん
で
い
る

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
で
す

　
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
市
民

の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
の
公

募
型
の
事
業
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
が
主
役
と
な
り
、
市
と
力
を
合

わ
せ
て
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
く
れ
る
市
民
活
動
団
体

を
支
援
し
ま
す
。

事
業
計
画
を
募
集
し
ま
す

　
公
共
の
利
益
に
結
び
付
く
事
業

企
画
案
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
た
企
画
案
は
公
開
審
査
会
で
審

査
し
、
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の

交
付
を
決
定
し
ま
す
。
意
欲
あ
る

市
民
活
動
団
体
か
ら
の
事
業
企
画

の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
９
日（
月
）か
ら

６
月
３
日（
金
）ま
で

※
事
前
に
個
別
説
明
を
受
け
て
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

募
集
事
業
　
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
て
、
市
民
活
動
団
体
が
主
体

的
に
取
り
組
む
事
業
で
、
次
の
い

ず
れ
か
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の

●
社
会
福
祉
の
増
進
や
市
民
生
活

の
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の

●
主
体
性
と
創
意
工
夫
に
よ
り
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
も
の

●
市
民
が
自
発
的
に
社
会
貢
献
活

動
や
地
域
活
動
へ
参
加
で
き
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た

団
体
で
、
行
政
機
関
が
事
務
局
に

参
加
し
て
い
な
い
団
体
。
ま
た
は

特
定
非
営
利
活
動
法
人
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
市
内
を
中
心

に
活
動
を
行
う
市
民
活
動
団
体

補
助
金
額
　
１
事
業
に
つ
き
10
万

円
を
上
限
に
、
事
業
に
か
か
る
経

費
の
２
分
の
１
の
金
額

※
補
助
金
の
総
額
は
30
万
円
で
す

【
個
別
説
明
会
】

　
制
度
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ

●
伊
勢
崎
商
工
会
議
所
ま
た
は
群

馬
伊
勢
崎
商
工
会
に
よ
る
事
業
計

画
書
の
策
定
支
援
を
受
け
て
い
る

※
事
業
計
画
書
の
策
定
支
援
に
つ

い
て
詳
し
く
は
伊
勢
崎
商
工
会
議

所（
☎

（24）
２
２
１
１
）ま
た
は
群
馬

伊
勢
崎
商
工
会（
☎

（62）
２
５
８
０
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
営
業
に
必
要
な
資
格
や
許
認
可

を
既
に
取
得
し
て
い
る

●
主
な
事
業
の
収
入
が
、
所
得
税

法
に
定
め
る
事
業
所
得
と
し
て
計

上
さ
れ
て
い
る

●
伊
勢
崎
市
暴
力
団
排
除
条
例
第

２
条
第
３
号
お
よ
び
第
４
号
の
規

定
に
該
当
し
な
い

●
み
な
し
大
企
業
で
な
い

対
象
経
費
　
事
業
所
改
装
経
費
、

設
備
導
入
経
費
、
販
路
拡
大
経
費
、

業
務
効
率
化
経
費
、
事
業
承
継
経

費
、
事
業
継
続
経
費

※
交
付
決
定
前
に
着
手
し
た
経
費

は
対
象
外
で
す
。
経
費
の
最
低
金

額
や
工
事
を
市
内
業
者
へ
発
注
す

る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す

補
助
金
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内

※
上
限
額
は
50
万
円
で
、
千
円
未

満
は
切
り
捨
て
で
す

申
し
込
み
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
直
接
商
工
労
働
課
へ

※
補
助
金
の
交
付
は
審
査
に
よ
る

採
択
制
で
す

※
申
請
書
は
商
工
労
働
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
請
期
間
　

●
６
月
１
日（
水
）か
ら
７
月
15
日

（
金
）ま
で

●
10
月
３
日（
月
）か
ら
11
月
15
日

（
火
）ま
で

※
申
請
は
１
事
業
者
に
つ
き
１
回

ま
で
で
す

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
の
例

●
市
中
小
企
業
活
性
化
資
金
の
対

象
と
な
ら
な
い
業
種
の
事
業

●
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
２

条
に
該
当
す
る
事
業

●
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
な
ど
に

基
づ
く
事
業

●
子
会
社
な
ど
が
行
う
事
業

期
日
　
５
月
21
日（
土
）

会
場
　
文
化
会
館

入
場
料
　
無
料

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

【
銘
仙
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
】

　
色
と
り
ど
り
の
伊
勢
崎
銘
仙
を

着
こ
な
し
た
モ
デ
ル
に
よ
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
披
露
し
ま
す
。

定
員
　
７
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

※
指
定
席
券
を
当
日
午
前
11
時
50

分
か
ら
会
場
で
配
布
し
ま
す
。
無

く
な
り
次
第
終
了
で
す

時
間
　
午
後
３
時
～
４
時

【
高
校
生
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

　
市
内
の
高
校
生
が
ダ
ン
ス
や
吹

奏
楽
な
ど
を
披
露
し
、
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

時
間
　
午
後
０
時
５
分
～
２
時
35

分 期
日
　
５
月
15
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会
場
　
利
根
川
水
辺
プ
ラ
ザ
公
園

内
容
　
移
動
水
族
館
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
地
元
物
産
販
売
、
展

示
・
撮
影
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
水
辺
の
イ
ベ
ン
ト
は
行
い
ま
せ

ん※
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
中
止
・
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
渡
船
の
廃
止
に
伴
い
、
会
場（
左 

岸
）と
島
村
蚕
の
ふ
る
さ
と
公
園

（
右
岸
）を
結
ぶ
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
境
支
所
庶
務
課（
☎ 

（74）
０
０
８
４
）

【
伊い

藤と
う

正ま
さ

義よ
し

作
品
展
】

　
銘
仙
型
紙
職
人
で
現
代
ア
ー
ト

作
家
と
し
て
活
躍
し
た
伊
藤
正
義

さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

時
間
　
正
午
～
午
後
５
時

【
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
銘
仙
市
】

　
伊
勢
崎
銘
仙
の
着
物
を
中
心
に
、

帯
や
小
物
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

時
間
　
午
前
11
時
～
午
後
５
時

【
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
】

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
３
台
が
出
店
し
、

飲
食
物
を
販
売
し
ま
す
。

時
間
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
で
す

【
企
業
ブ
ー
ス
】

　
市
内
企
業
・
団
体
の
紹
介
を
し

ま
す
。

時
間
　
正
午
～
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
　
企
業
誘
致
課（
☎

（２７）
２
７
５
６
）

　
第
四
次
伊
勢
崎
市
違
反
広
告
物

是
正
指
導
計
画
に
基
づ
い
て
、
対

象
路
線
沿
線
に
表
示
さ
れ
て
い
る

屋
外
広
告
物
の
現
地
調
査
と
、
伊

勢
崎
市
屋
外
広
告
物
条
例
に
違
反

し
て
い
る
屋
外
広
告
物
の
広
告
主

な
ど
に
対
し
て
市
の
条
例
を
守
る

よ
う
文
書
に
よ
る
指
導
を
行
い
ま

す
。
現
地
調
査
の
際
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
　
５
月
９
日（
月
）か
ら

対
象

●
主
要
地
方
道
74
号
伊
勢
崎
大
胡

線（
前
橋
市
～
連
取
元
町
交
差
点
）

●
主
要
地
方
道
18
号
伊
勢
崎
本
庄

線（
連
取
元
町
交
差
点
～
八
斗
島

町
交
差
点
）

※
対
象
路
線
の
路
線
図
は
都
市
計

画
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課（
☎

（２７）
２
７
６
６
）

小
規
模
事
業
者
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
市
内
で
事
業
を
営
む
人
の
業
務
改
善
や
生
産
性
向
上
に
よ
る
経
営
強
化

を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
小
規
模
事
業
者
の
取
り

組
み
に
対
し
て
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
４
）

島
村
渡
船
フ
ェ
ス
タ

屋
外
広
告
物
の
是
正

指
導
を
行
い
ま
す

協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業 

皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

Ｔ
ザＨ
Ｅ 

Ｍメ

イ

セ

ン

Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ 
Ｒレ

ボ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

イ
ベ
ン
ト
で
伝
え
る 
銘
仙
の
魅
力

　
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
行
動
力
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
の
事
業
企
画
案
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
活
動
課（
☎

（61）
６
７
１
２
）

　
伊
勢
崎
銘
仙
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
文
化
会
館
で
伊
勢
崎
銘
仙
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
メ
イ
ン
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

常時雇用する人数
業種 雇用人数

卸売業、小売業、
サービス業 ５人

製造業、建設業、
運輸業、宿泊業、
娯楽業、その他

20人

過去２年の採択事業
年度 団体名 事業名

令和３年度

虹の会 施設訪問用DVDの 
制作と活用

伊勢崎市防災
と福祉を考え
る会

防災と福祉をみん
なで考えよう

令和２年度 NPO法人境い 
きいきアイ

境まちの史跡・景
観写真展写真募集
事業 ▲市ホームペー

ジはこちら

屋上広告

壁面広告

置き
看板

塀広告物

告
広

貼り紙

貼り札

アドバルーン

気球

物
告
広
出
突

幕
告
広

板
看
て
立

塔
告
広

旗
告
広

▲代表的な屋外広告物

▲伊勢崎市防災と福祉を考える 
会による事業「一次避難所設営・
机上演習SOS」の様子

▲ファッションシ 
ョーの様子

花屋武士橋

田島弥平旧宅案内所
田島弥平旧宅

境支所

利根川水辺
プラザ公園

利根川 上武大橋

神社

中島橋

東武伊勢崎線

南部工業
団地

島村蚕のふるさと公園

境町駅

会場

▲各イベントの
詳細は市ホーム 
ページを確認し 
てください

案内図
N
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情報掲示板
2022年４月１日現在
●人口 212,178人（前月比−166）　●世帯数 93,119戸（前月比＋267）

●伊勢崎市役所 	  ☎0270−24−5111
●赤堀支所 	  ☎0270−62−1151
●あずま支所 	  ☎0270−62−1311
●境支所 	  ☎0270−74−1111
開庁時間　午前８時30分〜午後５時15分
■災害情報案内（24時間） 	  ☎0180−99−2999
■救急病院等案内（24時間） 	  ☎0270−23−1299

information
情報掲示板

災害・防災情報や地域の防犯情報をメールで配信して
います。携帯電話で次のアドレスに空メールを送信し
て登録しましょう。  t-isesaki@sg-m.jp
問い合わせ　安心安全課（☎27－2706）

 いせさき情報メールに登録を！

ごみの分別、ごみ出し日
スマホひとつでスマート管理！
問い合わせ　資源循環課（☎27－2732）

ごみ分別アプリ「さんあ〜る」！

伊
勢
崎
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画（
改
訂
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
の
結
果
を
公
表

し
て
い
ま
す

管
財
課（
☎
（２７）
２
７
０
３
）

　
伊
勢
崎
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画（
改
訂
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
の
結
果
を
、
管
財

課
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役

所
・
各
支
所
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

総
合
教
育
会
議
の
傍
聴

企
画
調
整
課（
☎
（２７）
２
７
０
７
）

期
日　
５
月
１０
日（
火
）

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
４
会

議
室

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
１
時
３０
分

か
ら
１
時
５０
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ５
月
１２
日（
木
）か
ら
１８
日（
水
）

ま
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
強
化
週
間
で
す

社
会
福
祉
課（
☎
（２７）
２
７
４
８
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
担

当
の
町
内
で
高
齢
者
・
障
害
者
の

安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
育
て
の

不
安
や
経
済
的
困
窮
な
ど
に
よ
る

生
活
上
の
心
配
事
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
力
員
】

　
民
生
委
員
の
負
担
軽
減
と
地
域

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
力
員
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
力
員
は
民
生
委
員
と

連
携
し
、
主
に
地
域
の
見
守
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
た
全
国

一
斉
の
緊
急
情
報
の
訓
練
放
送

安
心
安
全
課（
☎
（２７）
２
７
０
６
）

　
地
震
・
武
力
攻
撃
な
ど
の
非
常

時
に
使
用
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）の
訓
練
放

送
を
赤
堀
・
境
地
区
で
行
い
ま
す
。

期
日　
５
月
１８
日（
水
）

時
間　
午
前
１１
時

国
民
健
康
保
険
の
軽
減
制
度

所
得
の
な
い
人
も
申
告
を
し
ま

し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
課（
☎
（２７）
２
７
３
６
）

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
お
よ

び
世
帯
主
な
ど
の
前
年
所
得
の
合

計
額
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
低

所
得
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
所
得
に

応
じ
て
均
等
割（
１
人
当
た
り
に

か
か
る
金
額
）と
平
等
割（
世
帯
に

か
か
る
金
額
）を
軽
減
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
お
よ

び
世
帯
主
は
、
所
得
の
申
告
が
必

要
で
す
。
昨
年
中
に
収
入
が
な
か

っ
た
人
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
、

雇
用
保
険
な
ど
の
非
課
税
収
入
だ

け
の
人
も
、
所
得
の
申
告
が
済
ん

で
い
な
い
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
算
定
の
た
め
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
世
帯
内
に
所
得
が
未
申
告
の
人

が
い
る
場
合
に
は
軽
減
が
適
用
さ

れ
な
い
ほ
か
、
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
限
度
額
や
、
入
院
時
の
食

費
が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
告
の
必
要
が
な
い
人
】

●
家
族
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告

な
ど
で
、
そ
の
扶
養
親
族
に
該
当

し
て
い
る
人

●
収
入
が
公
的
年
金
だ
け
の
人
、

ま
た
は
給
与
だ
け
で
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
人

●
確
定
申
告
ま
た
は
市
民
税
・
県

民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
た
人

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会
の
傍
聴

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（２７）
２
７
８
５
）

期
日　
５
月
１７
日（
火
）

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
１
時
３０
分

か
ら
１
時
５０
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ

【
耐
震
診
断
の
補
助
】

　
耐
震
診
断
の
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
が
、
診
断
者
を
派
遣
す
る
た

め
の
交
通
費（
１
０
０
０
円
）は
申

請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

対
象　
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ

た
、
地
上
２
階
建
て
以
下
の
一
戸 

建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅（
住

宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以

上
）で
、
在
来
軸
組
み
工
法
で
建

築
さ
れ
た
物

補
助
件
数　
60
件（
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
建
築
確
認
通
知
書
、

壁
の
位
置
が
分
か
る
平
面
図
な
ど

【
耐
震
改
修
工
事
な
ど
の
補
助
】

　
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
評 

点
が
１
・
０
未
満
の
住
宅
で
次
の 

工
事
に
該
当
す
る
も
の
を
対
象
に

補
助
し
ま
す
。
申
請
に
は
耐
震
診

断
結
果
、
平
面
図
、
見
積
書
な
ど

が
必
要
で
す
。

●
耐
震
改
修
工
事
＝
改
修
後
に
評

点
が
１
・
０
以
上
と
な
る
工
事

補
助
件
数　
５
件（
先
着
順
）

補
助
金
額　
改
修
費
用
の
５
分
の

４
以
内
で
１
０
０
万
円
ま
で

●
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
設
置
＝
住

宅
の
１
階
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
か

防
災
ベ
ッ
ド
を
設
置
す
る
工
事

補
助
件
数　
３
件（
先
着
順
）

補
助
金
額　
改
修
費
用
の
３
分
の

２
以
内
で
２０
万
円
ま
で

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

申
し
込
み

●
５
月
１２
日（
木
）・
１３
日（
金
）は

市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で

行
う
無
料
住
宅
相
談
会
会
場
へ

●
５
月
１６
日（
月
）以
降
は
直
接
建

築
指
導
課
へ

義
援
金
や
救
援
金
の
受
け
付
け

社
会
福
祉
課（
☎
（２７）
２
７
４
８
）

　
市
は
、
日
本
赤
十
字
社
群
馬
県

支
部
伊
勢
崎
地
区
の
窓
口
と
な
り
、

義
援
金
や
救
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
募
金
箱
は
、
市
役
所
受
付
、
社

会
福
祉
課
、
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
受
付
期
間
は
状
況
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
義
援
金
名
・
受
付
期
間
】

●
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援

金
＝
６
月
３０
日（
木
）ま
で

●
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援

金
＝
９
月
３０
日（
金
）ま
で

●
令
和
４
年
３
月
福
島
県
沖
地
震

災
害
義
援
金
＝
６
月
３０
日（
木
）ま

で【救
援
金
名
・
受
付
期
間
】

●
中
東
人
道
危
機
救
援
金
＝
令
和

５
年
３
月
３１
日（
金
）ま
で

●
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
道
危
機
救

援
金
＝
令
和
５
年
３
月
３１
日（
金
）

ま
で

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

＝
５
月
３１
日（
火
）ま
で

空
き
家
の
除
却
・
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す

住
宅
課（
☎
（２７）
２
７
９
７
）

【
除
却
補
助
事
業
】

対
象
と
な
る
空
き
家　
市
内
に
あ

る
１
年
以
上
居
住
し
て
い
な
い
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
空
き

家①
危
険
空
き
家
＝
住
宅
地
区
改
良

法
が
規
定
す
る
不
良
住
宅
に
該
当

し
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
で
あ
る
も
の

②
旧
耐
震
空
き
家
＝
昭
和
５６
年
５

月
３１
日
以
前
に
建
築
確
認
を
受
け

建
築
さ
れ
た
も
の

対
象
と
な
る
工
事　
市
内
に
事
業

所
が
あ
る
事
業
者
が
行
う
も
の

申
請
で
き
る
人　
空
き
家
の
所
有

者
、
相
続
人
な
ど

補
助
件
数　
①
＝
１７
件
、
②
＝
１５

件補
助
金
額

①
＝
空
き
家
の
除
却
工
事
費
用
の

５
分
の
４
で
５０
万
円
ま
で

②
＝
空
き
家
の
除
却
工
事
費
用
の

５
分
の
２
で
２５
万
円
ま
で

【
改
修
補
助
事
業
】

対
象
と
な
る
空
き
家　
市
内
に
あ

る
１
年
以
上
居
住
し
て
い
な
い
空

き
家

対
象
と
な
る
事
業　
市
外
か
ら
移

住
す
る
目
的
で
空
き
家
を
取
得
・

改
修
し
、
１０
年
以
上
居
住
の
た
め

に
活
用
す
る
も
の
で
、
市
内
事
業

者
が
改
修
工
事
を
行
う
も
の

申
請
で
き
る
人　
市
外
に
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
人
で
、
市
内
の

空
き
家
を
所
有
ま
た
は
令
和
４
年

度
中
に
取
得
す
る
予
定
が
あ
る
人

補
助
件
数　
１０
件

補
助
金
額　
空
き
家
の
改
修
工
事

に
か
か
る
費
用
の
３
分
の
２

※
基
本
上
限
額
は
１
２
０
万
円
ま

で
で
す
が
、
状
況
に
よ
り
８０
万
円

ま
で
加
算
し
ま
す

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
次
の
期
間
に
住
宅
課
へ

●
除
却
補
助
事
業
＝
５
月
９
日（
月
） 

か
ら
７
月
２９
日（
金
）ま
で

●
改
修
補
助
事
業
＝
５
月
９
日（
月
） 

か
ら
９
月
３０
日（
金
）ま
で

※
５
月
12
日（
木
）・
13
日（
金
）は

市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で

行
う
無
料
住
宅
相
談
会
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す

※
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い

※
申
請
の
手
引
き
や
申
請
書
類
は
、 

住
宅
課
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市 

役
所
・
各
支
所
）に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

お
知
ら
せ
　

　本市は、相互の連携強化を図り、地域活性化と市�
民サービスの向上を推進するため、「スマーク伊勢
崎」の施設所有者である東京建物株式会社および運
営管理業務を受託している株式会社プライムプレイ
スと協定を締結しました。この協定の締結によって、
市政のPRや観光振興に関することなどについて、連
携し協力する体制を整えました。
問い合わせ　企画調整課（☎２７−２７０７）

東京建物株式会社および株式会社プライム
プレイスとの包括連携協定を締結

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
工
事
な
ど
の
費
用
を
補
助

建
築
指
導
課（
☎
（２７）
２
７
６
２
）

◀
東
京
建
物
株
式
会
社
お
よ
び
株

式
会
社
プ
ラ
イ
ム
プ
レ
イ
ス
と
協

定
を
締
結

　本市での災害発生時に、市民生活の早期安定を図る
ため、ボランティア活動の円滑な実施方法などについ
て、社会福祉法人伊勢崎市社会福祉協議会と協定を締
結しました。市と事業者で相互に協力して、災害に対
して安心・安全な体制の強化を推進します。
問い合わせ　安心安全課（☎２７−２７０６）

伊勢崎市災害ボランティアセンターの
設置・運営等に関する協定を締結

◀
協
定
書
を
持
つ
臂
市
長
と
伊
勢

崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
久
保
田

会
長
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機
織
り
体
験

文
化
財
保
護
課（
☎
（７５）
６
６
７
２
）

期
日　
５
月
３０
日
・
６
月
６
日
・

１３
日
・
７
月
１１
日
の
月
曜
日

時
間　

●
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

●
午
前
１１
時
～
正
午

会
場　
絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）

定
員　
各
５
人（
先
着
順
）

内
容　
高た

か

機ば
た

を
使
っ
て
絹
糸
の
コ

ー
ス
タ
ー
を
３
枚
織
り
ま
す

参
加
料　
７
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
５
月
１０
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
文
化
財
保
護
課

へ

講
座

普
通
救
命
講
習
会

消
防
本
部
救
急
課（
☎
（２５）
３
９
３
３
）

期
日　
６
月
７
日
か
ら
２８
日
ま
で

の
火
曜
日

時
間　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０

分会
場　
市
消
防
本
部

対
象　
市
内
、
玉
村
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
の
人

定
員　
各
１０
人（
抽
選
）

内
容　
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を

学
ぶ
講
習
会
で
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
５
月
６
日（
金
）か
ら

１９
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
消
防
本

部
救
急
課
へ

ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス

茂
呂
公
民
館（
☎
（２５）
２
６
７
１
）

期
日　
５
月
２３
日
・
３０
日
・
６
月

６
日
の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間　

①
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

②
午
前
１１
時
～
正
午

会
場　
茂
呂
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
で
、
①
は
４

カ
月
以
上
７
カ
月
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
母
親
、
②
は
８
カ
月
以
上

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親

定
員　
各
１０
組（
先
着
順
）

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
と
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
し
な
が
ら
、
産
後
の
機
能
回
復

と
体
質
改
善
を
目
的
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
を
し
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
５
月
１１
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
茂
呂
公
民
館
へ

市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い 

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

国こ
く

際さ
い

課か（
☎
（２７）
２
７
３
１
）

期き

日じ
つ　
５
月が

つ

１５
日に

ち

か
ら
７
月が

つ

１７
日に

ち

ま
で
の
日に

ち

曜よ
う

日び（
全ぜ

ん

１０
回か

い

）

時じ

間か
ん

●
午ご

前ぜ
ん

の
部ぶ

＝
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

３０
分ぷ

ん

～

１１
時じ

３０
分ぷ

ん

●
午ご

後ご

の
部ぶ

＝
午ご

後ご

１
時じ

３０
分ぷ

ん

～

３
時じ

３０
分ぷ

ん

会か
い

場じ
ょ
う　
絣か

す
り

の
郷さ

と（
市し

民み
ん

交こ
う

流り
ゅ
う

館か
ん

）

対た
い

象し
ょ
う　
市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

ま
た
は
在ざ

い

勤き
ん

の
１６
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

定て
い

員い
ん　
各か

く

２５
人に

ん（
先せ

ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

）

参さ
ん

加か

料り
ょ
う　
１
５
０
０
円え

ん（
資し

料り
ょ
う

代だ
い

な
ど
）

申も
う

し
込こ

み　
５
月が

つ

１５
日に

ち（
日

に
ち
よ
う
び）に
直ち

ょ
く

接せ
つ

会か
い

場じ
ょ
う

へ

期
日　
５
月
２８
日（
土
）

時
間　
午
前
１０
時
～
正
午

会
場　
赤
石
楽
舎

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

定
員　
２０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
０
０
円（
資
料
代
）

申
し
込
み　
５
月
１８
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

相
談

特
設
人
権
相
談
所

人
権
課（
☎
（２７）
２
７
３
０
）

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
、
人

権
擁
護
委
員
と
弁
護
士
が
、
日
常

生
活
の
人
権
問
題
な
ど
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　
６
月
３
日（
金
）

時
間　
午
前
１０
時
～
正
午

会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

申
し
込
み　
５
月
２７
日（
金
）か
ら

電
話
で
人
権
課
へ

若
者
の
就
職
活
動
個
別
相
談
会

商
工
労
働
課（
☎
（２７）
２
７
５
５
）

　
働
く
こ
と
や
就
職
活
動
、
進
路

選
択
の
悩
み
な
ど
、
専
門
の
相
談

員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　
毎
月
第
４
水
曜
日

時
間　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

会
場　
市
役
所
東
館
２
階
相
談
室

１対
象　
１５
歳
か
ら
４９
歳
ま
で
の
働

く
意
欲
の
あ
る
人

※
在
学
中
の
人
は
除
き
ま
す

申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
ぐ
ん 

ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

東
毛
常
設
サ
テ
ラ
イ
ト（
☎
０
２
７ 

６
（５７）
８
２
２
２
）へ

群
馬
県
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン

タ
ー
出
張
相
談

商
工
労
働
課（
☎
（２７）
２
７
５
５
）

　
中
高
年
齢
者
向
け
の
再
就
職
支

援
と
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
に
関
す
る

相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
応
じ
ま
す
。

期
日　
毎
月
第
２
水
曜
日

時
間　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３

時
３０
分

会
場　
市
役
所
東
館
２
階
相
談
室

１申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
群
馬 

県
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

０
２
７
ー
３
８
１
ー
８
８
７
２
）

へ

催
し

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）

●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●

●

５月

５月

21日（土）

22日（日）

福田設備工業　☎26−0665

中西工業　　　☎25−5900

●

●

５月

５月

28日（土）

29日（日）

中央水道　　　☎25−1592

タカイ設備　　☎76−3539

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

元
気
に
な
る
写
経

生
涯
学
習
課（
☎
（２７）
２
７
９
４
）

無料住宅相談会
　住宅に関するさまざまな相談に専門の相談員が
応じます。
期日　５月１２日（木）・１３日（金）
時間　午前９時～午後３時
　※正午から午後１時までは除きます
会場　市役所東館１階市民ホール
内�容　耐震診断・耐震改修補助の受け付け、リフ�
ォームなどに関する相談、住宅に関する法律相
談、空き家・不動産に関する相談も受け付けま
す

　※不動産相談は１３日（金）の午後は除きます
　※法律相談は１３日（金）の午後のみです
申し込み　当日直接会場へ
　�※相談に来た人に防災グッズなどを差し上げま
す

問い合わせ　建築指導課（☎２７−２７６２）

▲金
かな

井
い

 健
けん

一
いち

さん
（西久保町二丁目）

新しい消防団長を紹介します
　４月１日、臂市長から金井健一さんが市消
防団長に任命されました。金井さんは、平成
７年に消防団に入団し、分団長、副団長を歴�
任し、地域防災の要である消防団の活動に２０
年以上従事してきました。
問い合わせ　消防本部総務課（☎２５−３５１１）

▲絹糸のコースター

献血にご協力ください
全血献血（400ml）

期日　５月１０日（火）
時間　午前９時３０分～午後４時
　�※午前１１時４５分から午後１時までは
除きます

会場　市役所東館１階市民ホール
問い合わせ　社会福祉課（☎27－2748）

献　血

市観光フォトコンテスト２０２２作品募集
　市内の自然風景、観光施設、文化財、祭り、イベント、ミスひまわり、花火大会を
題材に、誰もが本市を訪れたくなるような作品を募集します。応募要項は、文化観光
課、各支所庶務課、群馬県写真材料商組合加盟店、プロフォトセンター取扱店のほか、
市観光物産協会ホームページからもダウンロードできます。

募集期間
●１次募集＝５月１０日（火）から７月２９日（金）まで（必着）
●２次募集＝９月１日（木）から１０月７日（金）まで（必着）
募集作品
●自然・風景の部＝市内の自然や風景などを撮影した作品
●�まつり・イベントの部＝市内の祭りなどの祭事やイベン
　トを撮影した作品
●ミスひまわりの部＝ミスひまわり写真撮影会で撮影した
　作品
●花火（大会）の部＝いせさき花火大会で撮影した作品
サイズ　カラープリント四つ切り
　※デジタルカメラは銀塩プリントに限ります

発表　１１月下旬予定
　※全応募作品の中から最優秀賞のグラン
プリを含む入賞作品を選出します
問い合わせ　市観光物産協会（文化観光課
内、☎２７−２７５９）

◀︎
２
０
２
１
年
度
グ
ラ
ン
プ

リ
作
品

「
ハ
ン
カ
チ
に
願
い
を
込
め
て
」

（
撮
影
：
長
谷
川
正
和
さ
ん
）
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サ
ッ
カ
ー
教
室

　
赤
堀
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（６２）
１
９
３
０
）

期
日　
６
月
４
日（
土
）・
１１
日（
土
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
１１
時

会
場　
赤
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ

ば対
象　
市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら

４
年
生

定
員　
４０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
５
月
８
日（
日
）か
ら

２０
日（
金
）ま
で
に
直
接
赤
堀
運
動

施
設
管
理
事
務
所
へ

ボ
ク
シ
ン
グ
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（２３）
７
０
１
５
）

期
日　
６
月
２
日
か
ら
２７
日
ま
で

の
月
・
木
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
３０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
５
月
１５
日（
日
）か
ら

２５
日（
水
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

※
１
人
で
２
人
分
ま
で
申
し
込
み

が
で
き
ま
す

少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

期
日　
５
月
２２
日
か
ら
６
月
２６
日

ま
で
の
日
曜
日（
全
６
回
）

時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
伊
勢
崎
興
陽
高
校（
上
泉

町
）

対
象　
市
内
に
在
住
の
５
歳
か
ら

小
学
６
年
生

定
員　
２０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
５
月
９
日（
月
）か
ら

２０
日（
金
）ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

ラ
グ
ビ
ー
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（２７）
２
７
４
７
）

期
日　
５
月
１５
日
・
２９
日
・
６
月

１２
日
・
１９
日
の
日
曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
１１
時
３０
分　

会
場　
市
ラ
グ
ビ
ー
場

対
象　
４
歳
か
ら
中
学
３
年
生

内
容　
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
鬼
ご

っ
こ
か
ら
ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
の
ゲ
ー

ム
ま
で
行
い
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
５
月
１３
日（
金
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
い
合
わ
せ　
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ 

ト
ボ
ー
ル
協
会（

０
９
０
ー
２ 

９
３
６
ー
１
１
１
１
・
中
里
）

皆
さ
ん
の
善
意

秘
書
課（
☎
（27）
２
７
０
０
）

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
北
原
陽
之
助
さ
ん（
美
茂
呂
町
）

か
ら
広
瀬
小
学
校
へ
図
書
１７
冊

♥
㈱
Ｙ
ｕ
ー
Ｋ
ｉ
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
２ 

万
円

♥
あ
ず
ま
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
同
か

ら
同
校
へ
ヒ
ー
タ
ー
１
台

♥
伊
勢
崎
佐
波
高
等
職
業
訓
練
校

か
ら
子
供
の
も
り
公
園
へ
バ
ス
停

用
あ
ず
ま
や
１
軒

♥
伊
勢
崎
商
工
会
議
所
青
年
部
か

ら
市
内
の
保
育
施
設
へ
絵
本
５４
冊

♥
境
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
境

図
書
館
へ
視
聴
覚
資
料
と
し
て
Ｄ

Ｖ
Ｄ
１２
点

♥
群
馬
境
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
境
図
書
館
へ
視
聴
覚
資
料
と
し

て
Ｃ
Ｄ
２５
点

♥
㈱
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
か
ら
教
育
振
興

費
へ
１
０
０
万
円　

♥
星
野
長
生
さ
ん（
上
諏
訪
町
）か 

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
４
万
５
８
９ 

６
円

♥
小
杉
明
弘
さ
ん（
太
田
町
）か
ら

文
化
観
光
課
へ
美
術
品
１６
点

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  https://isesaki-auto.jp/

◆川口オート場外発売  
5/16・17・18・19・20

★…伊勢崎開催

◆浜松オート場外発売 GⅠ開場記念ゴールデンレース
5/11・12・13・14・15

5/21・22・23・24
★第47回上毛新聞社杯（ナイター開催）

ス
ポ
ー
ツ

●マスクの着用や小まめな手洗い
●発熱などの体調不良の人は参加を控える
　�※感染症の拡大を防止するため、イベントなど
を中止する場合があります。最新の情報は各担
当課へ問い合わせてください。市ホームページ
でも確認できます

問い合わせ　広報課（☎27－2711）

市のイベント参加・施設利用時は市のイベント参加・施設利用時は
感染症対策を徹底してください感染症対策を徹底してください

文化観光課（☎27−2759）

　ミスひまわりを写真撮影してみませんか。
期日　５月１４日（土）
　※荒天の場合は１５日（日）に順延
時間・内容　
●午前の部（午前１０時～１１時４５分）＝和装
●午後の部（午後１時～３時）＝洋装
会場　華蔵寺公園
参加料　無料
申し込み　当日直接会場へ
　�※園内北側石畳付近のテントで受け付けを行い
ます。開始１０分前までに申し込みを済ませて
ください

問�い合わせ　市観光物産協会（文化観光課内、☎
２７−２７５９）

ミスひまわり写真撮影会ミスひまわり写真撮影会
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問い合わせ　国際課（☎27－2731）

日本語が分からず苦労するベトナム人が安
心して暮らせるように
　40年前に難民として来日しました。１年 
間日本語を勉強した後、電気関係の会社で
働き始めましたが、最初の頃は日本語をな
かなか理解できずに苦労しました。そのよ
うな経験から、日本語の習得後は、日本語
が分からずに困っているベトナム人の通訳

ベトナム人が日本の社会にベトナム人が日本の社会に
溶け込めるように溶け込めるように
朝
あさ

倉
くら

 平
たいら

 さん

や文書の翻訳などを行ってきました。また、
市多文化共生キーパーソンとして、ベトナ
ム人と情報交換をしたり相談を受けたりす
るなど、日本での生活に困っているベトナ
ム人の援助を行っています。そのような活
動を通してベトナム人から信頼してもらう
こともできるので、やりがいを感じていま
す。
　日本で長く生活していても日本語を理解
できず、社会に溶け込めずに苦労している
人がいます。そのような人が一日も早く安 
心して生活できるようになって欲しいです。

日本人とベトナム人で共に伊勢崎を盛り上
げる
　今後は市内で行われる祭りなどのイベン
トに携わり、ベトナム人がより多く参加で
きるようにしたいです。そのような機会を
通して、日本人にもベトナムのことをもっ
と知ってもらいたいと思っています。私も
伊勢崎市民の一員として責任があります。
日本人とベトナム人が共に伊勢崎を盛り上
げられるようにしていきたいです。

朝倉 平 さん

出身国　ベトナム
プロフィル　ベトナ
ム人に防災意識を高
めて欲しいとの思い
から、災害時外国人
支援ボランティアに
登録している。趣味
は旅行で、家族と共
に城巡りをするのが
休日の楽しみ。家族
と過ごす時間を大切
にしており、夕飯は
必ず家族全員で食卓
を囲む。
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●活動状況は？
▶月１回程度
●活動場所は？
▶あずま公民館
●メンバーは？
▶７人

　草木染め愛好会では、みんなで持ち寄ったパンジーやヨモギ
の葉、コウバイの枝などの身近な植物から、色を抽出して絹の
布を染め、作品に仕上げています。布を染める際には、メンバ
ー全員が同じ染め液に布を入れて染めますが、染め方や柄の付
け方は染める人によって異なるので、仕上がった作品に個性が
出て面白いです。良い作品が出来た際には自然と褒め合う言葉
が飛び交う和気あいあいとしたサークルです。

あずま公民館あずま公民館（☎62−0115）（☎62−0115） サークル名 草木染め愛好会

　今号では４月３日に開催さ
れた「郷土芸能発表会」の様子
を掲載しています。取材当日
は空に厚い雲がかかるあいに
くの天気。そんな中行われた
上州あずま太鼓会の演奏と群

ム リ

天
テ ィ ン ブ シ

星のエイサーは、曇り空を
吹き飛ばすかのような迫力が
ありました。
　近年は新型コロナウイルス
感染症の影響でイベントの中
止が相次ぎ、広報課２年目の
私は取材の経験があまり多く
ありません。今年度は多くの
イベントが開催され、カメラ
を構える機会が増えることを
願います。　　　　　　（く）

第113回
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